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協
賛
広
告
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
！

協
賛
広
告
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
！

東
京
都
防
衛
協
会
の
皆
様

に
は
、
自
衛
隊
に
対
す
る
深

い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援

を
賜
り
、
心
か
ら
敬
意
を
表

し
ま
す
。
私
は
、
数
年
前
ま

で
東
京
都
防
衛
協
会
で
常
任

理
事
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
、

現
在
は
特
定
非
営
利
活
動
法

人
日
本
地
雷
処
理
・
復
興
支

援
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｃ
）

で
理
事
長
を
拝
命
し
て
い
ま

す
元
陸
上
自
衛
官
の
湖
﨑
隆

と
申
し
ま
す
。
こ
の
度
、
会

報
誌
へ
の
投
稿
の
機
会
を
与

え
て
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｊ
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｃ
は
、
２
０
０

２
年
に
Ｐ
Ｋ
Ｏ
と
し
て
東
テ
ィ

モ
ー
ル
に
派
遣
さ
れ
た
陸
上

自
衛
隊
の
国
造
り
支
援
活
動

を
引
き
継
ぐ
為
、
自
衛
官
Ｏ

Ｂ
が
中
心
と
な
っ
て
２
０
０

３
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
終
了
に
伴
い
、
東

テ
ィ
モ
ー
ル
に
譲
渡
さ
れ
た

各
種
器
資
材
を
現
地
の
人
達

の
手
で
操
作
や
維
持
管
理
が

で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
約

20
年
間
に
わ
た
り
日
本
政
府

外
務
省
の
行
う
無
償
資
金
協

力
事
業
と
し
て
行
っ
て
き
ま

し
た
。
活
動
内
容
は
仮
設
住

宅
の
構
築
、
不
発
弾
の
処
理
、

大
型
自
動
車
・
建
設
機
械
の

操
作
及
び
整
備
等
で
す
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
国

際
交
流
の
促
進
に
寄
与
す
る

た
め
、
留
学
生
受
け
入
れ
事

業
を
始
め
ま
し
た
。
昨
年
度

は
、
北
欧
及
び
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
か
ら
９
名
の
高
校
生
を

日
本
各
地
の
高
校
に
受
け
入

れ
ま
し
た
。
各
学
生
は
、
現

地
に
溶
け
込
み
、
勉
強
だ
け

で
な
く
課
外
活
動
に
も
積
極

的
に
参
加
し
、
著
し
い
成
長

を
遂
げ
て
無
事
帰
国
致
し
ま

し
た
。
事
業
２
年
目
と
な
る

今
年
度
は
、
北
欧
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
及
び
ド
イ
ツ
か
ら

の
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
、
発
展
途
上

国
の
高
校
生
を
受
け
入
れ
る

と
共
に
日
本
の
高
校
生
を
海

外
の
高
校
に
派
遣
し
、
留
学

生
の
交
流
事
業
と
し
て
発
展

さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

更
に
は
、
途
上
国
の
生
産

者
を
支
援
す
る
た
め
、
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
事
業
を
新
た
に

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
東
テ
ィ

モ
ー
ル
名
産
の
コ
ー
ヒ
ー
を

販
売
す
る
事
業
で
す
が
、
少

し
で
も
売
り
上
げ
に
貢
献
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
Ｊ
Ｄ
Ｒ
Ａ

Ｃ
創
立
20
周
年
の
年
に
な
り

ま
す
。
世
界
に
は
私
達
の
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
国
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
元
社
長
の
樋
口
廣
太

郎
氏
が
残
し
た
「
前
例
が
な

い
、
だ
か
ら
や
る
」
と
い
う

有
名
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

今
後
と
も
旺
盛
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
持
っ
て
、
い
ろ
ん

な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
東
京
都
防
衛
協
会

の
皆
様
の
ご
入
会
並
び
に
ご

支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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、
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ろ
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組
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ど
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東
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の
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ご
入
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並
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に
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支
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を
心
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願
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理
事
会

理
事
会
は
、
佃
会
長
の
挨

拶
に
続
き
、
武
内
理
事
長
を

議
長
に
選
出
し
、
13
時
30
分

か
ら
15
時
20
分
に
か
け
て
審

議
等
が
行
わ
れ
た
。

①
及
び
②
議
案
で
は
、
約

３
年
前
の
１
月
に
発
生
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
、

各
種
の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
等

が
規
模
の
縮
小
、
若
し
く
は

中
止
又
は
延
期
と
な
っ
た
も

の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

最
大
限
可
能
な
活
動
を
実
施

し
た
。

防
衛
講
演
会
等
は
実
施
出

来
な
か
っ
た
も
の
の
、
各
地

区
協
会
・
特
別
会
員
等
と
連

携
し
た
会
勢
拡
大
に
努
力
を

傾
注
し
、
組
織
の
活
性
化
・

魅
力
化
を
推
進
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
市
区
町
村
に
お
い
て

は
一
作
年
度
の
新
宿
区
に
続

き
今
年
度
は
東
大
和
市
防
衛

協
会
が
設
立
・
入
会
さ
れ
た
。

更
に
府
中
市
防
衛
協
会
も
発

足
に
向
け
て
準
備
委
員
会
を

設
立
し
て
来
年
度
の
設
立
に

向
け
た
動
き
を
継
続
す
る
と

共
に
、
多
摩
市
防
衛
協
会
設

立
の
動
き
も
始
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
一
部
の
特
別
会
員
の

退
会
・
減
額
等
が
有
っ
た
も

の
の
、
当
協
会
の
活
動
に
賛

同
し
て
多
く
の
法
人
・
個
人

の
特
別
会
員
が
入
会
す
る
と

と
も
に
、
経
費
の
重
点
的
か

つ
効
率
的
運
用
に
留
意
し
、

財
政
基
盤
の
強
化
に
努
め
た

事
、
更
に
は
当
会
機
関
紙
記

事
の
紹
介
、
自
衛
隊
イ
ベ
ン

ト
や
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
ホ
ッ

ト
な
情
報
へ
の
リ
ン
ク
、
協

賛
広
告
の
バ
ナ
ー
化
等
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
・
改
善
を

図
る
等
の
Ｉ
Ｔ
化
に
向
け
た

努
力
を
行
っ
て
い
る
。

③
及
び
④
議
案
で
は
、
先

ず
国
内
外
情
勢
に
つ
い
て
は

会
員
各
位
へ
の
情
報
提
供
を

兼
ね
て
努
め
て
詳
細
に
記
述

し
た
。
我
が
国
を
取
り
巻
く

安
全
保
障
環
境
は
益
々
厳
し

く
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
国

民
が
不
安
を
感
じ
る
中
、
自

衛
隊
は
防
衛
任
務
に
加
え
各

種
災
害
に
対
応
す
る
と
共
に

海
外
で
は
国
際
平
和
活
動
や

情
報
収
集
活
動
に
引
続
き
従

事
す
る
事
に
な
る
。
ま
た
、

安
全
保
障
関
連
３
文
書
の
策

定
を
受
け
て
真
に
戦
え
る
自

衛
隊
に
向
け
た
活
動
が
活
発

化
す
事
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ

う
な
事
か
ら
自
衛
隊
が
実
施

す
る
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
の
連
携
施
策
」
を
支
援
す

る
と
い
う
方
向
性
を
明
ら
か

に
し
た
。
財
政
面
に
お
い
て

は
こ
れ
ら
を
行
う
為
の
経
費

の
重
点
的
か
つ
効
率
的
・
効

果
的
運
用
に
努
め
た
財
政
基

盤
の
強
化
に
つ
い
て
記
述
し

て
い
る
。

⑤
議
案
に
つ
い
て
は
、
佃

和
夫
会
長
の
退
任
に
よ
り
大

宮
英
明
会
長
が
新
任
、
川
本

裕
康
副
会
長
の
退
任
に
よ
り

根
本
勝
則
副
会
長
が
新
任
す

る
他
、
地
区
協
会
か
ら
推
薦

さ
れ
る
理
事
の
改
選
案
、
更

に
は
監
事
の
改
選
案
に
つ
い

て
記
述
し
て
い
る
。

各
審
議
案
官
は
理
事
の
賛

成
多
数
に
よ
り
決
議
さ
れ
４

月
27
日
に
行
な
わ
れ
る
総
会

に
上
程
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。

防
衛
講
演
会

講
師
に
同
志
社
大
学
客
員

教
授
の
兼
原
信
克
先
生
を
お

迎
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し
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「
新
し
い
国
家
安

全
保
障
戦
略
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ウ
ク
ラ
イ
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・

台
湾
情
勢
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題
し
て
１
時

間
の
講
演
を
頂
い
た
。
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京
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後
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予
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５
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京
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懇
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ヶ
谷
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市
区
町
村
に
お
い
て

は
一
作
年
度
の
新
宿
区
に
続

き
今
年
度
は
東
大
和
市
防
衛

協
会
が
設
立
・
入
会
さ
れ
た
。

更
に
府
中
市
防
衛
協
会
も
発

足
に
向
け
て
準
備
委
員
会
を

設
立
し
て
来
年
度
の
設
立
に

向
け
た
動
き
を
継
続
す
る
と

共
に
、
多
摩
市
防
衛
協
会
設

立
の
動
き
も
始
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
一
部
の
特
別
会
員
の

退
会
・
減
額
等
が
有
っ
た
も

の
の
、
当
協
会
の
活
動
に
賛

同
し
て
多
く
の
法
人
・
個
人

の
特
別
会
員
が
入
会
す
る
と

と
も
に
、
経
費
の
重
点
的
か

つ
効
率
的
運
用
に
留
意
し
、

財
政
基
盤
の
強
化
に
努
め
た

事
、
更
に
は
当
会
機
関
紙
記

事
の
紹
介
、
自
衛
隊
イ
ベ
ン

ト
や
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
ホ
ッ

ト
な
情
報
へ
の
リ
ン
ク
、
協

賛
広
告
の
バ
ナ
ー
化
等
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
・
改
善
を

図
る
等
の
Ｉ
Ｔ
化
に
向
け
た

努
力
を
行
っ
て
い
る
。

③
及
び
④
議
案
で
は
、
先

ず
国
内
外
情
勢
に
つ
い
て
は

会
員
各
位
へ
の
情
報
提
供
を

兼
ね
て
努
め
て
詳
細
に
記
述

し
た
。
我
が
国
を
取
り
巻
く

安
全
保
障
環
境
は
益
々
厳
し

く
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
国

民
が
不
安
を
感
じ
る
中
、
自

衛
隊
は
防
衛
任
務
に
加
え
各

種
災
害
に
対
応
す
る
と
共
に

海
外
で
は
国
際
平
和
活
動
や

情
報
収
集
活
動
に
引
続
き
従

事
す
る
事
に
な
る
。
ま
た
、

安
全
保
障
関
連
３
文
書
の
策

定
を
受
け
て
真
に
戦
え
る
自

衛
隊
に
向
け
た
活
動
が
活
発

化
す
事
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ

う
な
事
か
ら
自
衛
隊
が
実
施

す
る
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
の
連
携
施
策
」
を
支
援
す

る
と
い
う
方
向
性
を
明
ら
か

に
し
た
。
財
政
面
に
お
い
て

は
こ
れ
ら
を
行
う
為
の
経
費

の
重
点
的
か
つ
効
率
的
・
効

果
的
運
用
に
努
め
た
財
政
基

盤
の
強
化
に
つ
い
て
記
述
し

て
い
る
。

⑤
議
案
に
つ
い
て
は
、
佃

和
夫
会
長
の
退
任
に
よ
り
大

宮
英
明
会
長
が
新
任
、
川
本

裕
康
副
会
長
の
退
任
に
よ
り

根
本
勝
則
副
会
長
が
新
任
す

る
他
、
地
区
協
会
か
ら
推
薦

さ
れ
る
理
事
の
改
選
案
、
更

に
は
監
事
の
改
選
案
に
つ
い

て
記
述
し
て
い
る
。

各
審
議
案
官
は
理
事
の
賛

成
多
数
に
よ
り
決
議
さ
れ
４

月
27
日
に
行
な
わ
れ
る
総
会

に
上
程
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。

防
衛
講
演
会

講
師
に
同
志
社
大
学
客
員

教
授
の
兼
原
信
克
先
生
を
お

迎
え
し
て
「
新
し
い
国
家
安

全
保
障
戦
略
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・

台
湾
情
勢
」
と
題
し
て
１
時

間
の
講
演
を
頂
い
た
。

東
京
都
防
衛
協
会
の

今
後
の
予
定

令
和
５
年
度
４
月
～
６
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る
東
京
都

防
衛
協
会
の
主
要
な
行
事
は

次
の
通
り
で
す
。

・
４
月
27
日
（
木
）

・
第
58
回
定
期
総
会
（
総

会
・
表
彰
式
・
防
衛
講

演
会
・
懇
親
会
）

（
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
）

自分の国は自分で守ろう自分の国は自分で守ろう

益
々
厳
し
く
な
る
安
全
保
障
環
境
の
中

真
に
戦
え
る
自
衛
隊
の
実
現
へ
の
取
組
支
援
重
視

益
々
厳
し
く
な
る
安
全
保
障
環
境
の
中

真
に
戦
え
る
自
衛
隊
の
実
現
へ
の
取
組
支
援
重
視

東
京
都
防
衛
協
会
第
58
回
定
期
総
会
に
上
程
す
る
案
件

の
審
議
を
４
年
振
り
と
な
る
「
集
合
し
て
行
う
会
議
形

式
」
に
よ
り
理
事
会
を
行
な
い
賛
成
多
数
で
決
議

東
京
都
防
衛
協
会
第
58
回
定
期
総
会
に
上
程
す
る
案
件

の
審
議
を
４
年
振
り
と
な
る
「
集
合
し
て
行
う
会
議
形

式
」
に
よ
り
理
事
会
を
行
な
い
賛
成
多
数
で
決
議

防衛サロン防衛サロン

東
京
都
防
衛
協
会
（
会
長

佃

和
夫
）
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
、
感
染
者
数
の
激
減
と
病

床
使
用
率
の
低
下
等
の
状
況
か
ら
３
月
６
日
の
理
事
会
を
４
年

振
り
に
「
集
合
し
て
行
う
会
議
形
式
」
に
よ
り
東
京
洋
服
会
館

９
階
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
４
月
27
日
に
予
定
さ

れ
て
い
る
第
58
回
定
期
総
会
に
上
程
す
る
審
議
案
件

①
令
和

４
年
度
事
業
報
告
及
び
②
同
収
支
決
算
書
、
③
令
和
５
年
度
事

業
計
画
（
案
）
及
び
④
同
収
支
予
算
書
（
案
）
、
⑤
役
員
人
事

（
案
）
を
審
議
し
、
原
案
通
り
決
議
し
た
。
そ
の
後
、
同
志
社

大
学
客
員
教
授

兼
原
信
克
先
生
の
防
衛
講
演
会
及
び
懇
親
会

（
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
）
を
実
施
し
、
令
和
５
年
度
の
活
動

に
向
け
て
準
備
を
開
始
し
た
。

東
京
都
防
衛
協
会
（
会
長

佃

和
夫
）
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
、
感
染
者
数
の
激
減
と
病

床
使
用
率
の
低
下
等
の
状
況
か
ら
３
月
６
日
の
理
事
会
を
４
年

振
り
に
「
集
合
し
て
行
う
会
議
形
式
」
に
よ
り
東
京
洋
服
会
館

９
階
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
４
月
27
日
に
予
定
さ

れ
て
い
る
第
58
回
定
期
総
会
に
上
程
す
る
審
議
案
件

①
令
和

４
年
度
事
業
報
告
及
び
②
同
収
支
決
算
書
、
③
令
和
５
年
度
事

業
計
画
（
案
）
及
び
④
同
収
支
予
算
書
（
案
）
、
⑤
役
員
人
事

（
案
）
を
審
議
し
、
原
案
通
り
決
議
し
た
。
そ
の
後
、
同
志
社

大
学
客
員
教
授

兼
原
信
克
先
生
の
防
衛
講
演
会
及
び
懇
親
会

（
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
）
を
実
施
し
、
令
和
５
年
度
の
活
動

に
向
け
て
準
備
を
開
始
し
た
。

東
京
都
防
衛
協
会
で
は

会
報
に
防
衛
省
本
省
並
び

に
自
衛
隊
の
部
隊
及
び
機

関
に
お
け
る
ホ
ッ
ト
な
話

題
に
つ
い
て
本
コ
ー
ナ
ー

で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
使
っ
て

紹
介
し
気
軽
に
ア
ク
セ
ス

出
来
る
よ
う
に
致
し
ま
す
。

ご
活
用
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

東
京
都
防
衛
協
会
で
は

会
報
に
防
衛
省
本
省
並
び

に
自
衛
隊
の
部
隊
及
び
機

関
に
お
け
る
ホ
ッ
ト
な
話

題
に
つ
い
て
本
コ
ー
ナ
ー

で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
使
っ
て

紹
介
し
気
軽
に
ア
ク
セ
ス

出
来
る
よ
う
に
致
し
ま
す
。

ご
活
用
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

防
衛
省
・
自
衛
隊

の
ホ
ッ
ト
な
情
報

防
衛
省
・
自
衛
隊

の
ホ
ッ
ト
な
情
報

「

Ｐ
Ｋ
Ｏ
撤
収
後
の
国
造
り
支
援
」

元
東
京
都
防
衛
協
会
常
任
理
事

特
定
非
営
利
活
動
法
人

日
本
地
雷
処
理
・
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー

理
事
長

湖

﨑

隆

「

Ｐ
Ｋ
Ｏ
撤
収
後
の
国
造
り
支
援
」

元
東
京
都
防
衛
協
会
常
任
理
事

特
定
非
営
利
活
動
法
人

日
本
地
雷
処
理
・
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー

理
事
長

湖

﨑

隆

東京地方協力本部
「自衛隊入隊後の生活」
https://www.youtube.com/w

atch?v=Kk1ZjzqGalg

東京地方協力本部
「自衛隊入隊後の生活」
https://www.youtube.com/w

atch?v=Kk1ZjzqGalg

現地教育の様子現地教育の様子

アクセスＱＲコードアクセスＱＲコード

防衛研究所
認知戦への対応における『歴史
の教訓』
commentary251.pdf (mod.go.jp)

防衛研究所
認知戦への対応における『歴史
の教訓』
commentary251.pdf (mod.go.jp)

防衛研究所
中露共同飛行：軍事面での一体
化が進行
http://www.nids.mod.go.jp/pub
lication/commentary/pdf/comme
ntary252.pdf

防衛研究所
中露共同飛行：軍事面での一体
化が進行
http://www.nids.mod.go.jp/pub
lication/commentary/pdf/comme
ntary252.pdf

陸上自衛隊
PKO派遣３０周年陸自「国際活動の
軌跡と発展」
https://www.youtube.com/watch?v=
iEk5U8iyz3c

陸上自衛隊
PKO派遣３０周年陸自「国際活動の
軌跡と発展」
https://www.youtube.com/watch?v=
iEk5U8iyz3c



新
宿
区
防
衛
協
会
は
防
衛

省
の
御
膝
元
、
新
宿
区
で
令

和
２
年
２
月
５
日
付
で
東
京

都
防
衛
協
会
に
入
会
致
し
ま

し
た
。
当
初
、
大
家
章
嘉
会

長
を
中
心
に
、
高
田
馬
場
、

大
久
保
、
牛
込
地
域
を
中
心

に
新
宿
区
内
各
地
域
で
活
躍

し
、
自
衛
隊
の
活
動
に
強
く

賛
同
さ
れ
て
い
る
企
業
経
営

者
、
大
学
校
関
係
者
等
、
役

員
数
名
で
発
足
し
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
４
０
数
名
の
会
員

を
有
す
る
協
会
に
成
長
し
て

い
ま
す
。

同
年
５
月
19
日
に
設
立
総

会
を
開
催
し
、
東
京
都
防
衛

協
会
役
員
の
方
々
に
も
ご
臨

席
を
賜
り
、
同
時
に
武
内
理

事
長
よ
り
設
立
記
念
講
演
を

し
て
頂
き
、
協
会
活
動
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

当
協
会
で
は
、
東
京
都
防

衛
協
会
の
目
的
で
あ
る
「
防

衛
意
識
の
普
及
高
揚
」
「
自

衛
隊
を
激
励
支
援
し
て
そ
の

充
実
発
展
を
助
長
」
し
て

「
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
に

寄
与
す
る
」
事
に
対
し
て
相

互
連
携
を
図
り
つ
つ
、
新
宿

区
お
い
て
自
衛
隊
が
実
施
す

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の

連
携
を
支
援
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

新
宿
区
防
衛
協
会

会
長

大
家
章
嘉

目
黒
区
防
衛
協
会
は
、
平

成
26
年
３
月
設
立
し
ま
し
た
。

東
京
23
区
内
の
防
衛
協
会
と

し
て
は
比
較
的
新
し
い
歴
史

の
防
衛
協
会
で
す
が
、
五
反

田
募
集
案
内
所
及
び
家
族
会

等
と
共
に
、
区
主
催
の
行
事

や
広
報
活
動
に
も
積
極
的
に

協
働
し
て
お
り
、
一
月
の
成

人
式
で
は
会
場
に
お
い
て
募

集
活
動
の
ア
シ
ス
ト
も
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

季
節
行
事
で
あ
る
夏
の
商
工

祭
り
、
「
秋
の
め
ぐ
ろ
の
Ｓ

Ｕ
Ｎ
祭
り
」
に
は
、
自
衛
隊

の
広
報
ブ
ー
ス
を
支
援
す
る

等
、
自
衛
隊
と
の
連
携
に
も

積
極
的
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

目
黒
区
は
東
京
23
区
の
城

南
地
区
に
位
置
し
15
㎢
程
の

小
さ
な
区
で
す
が
、
自
衛
隊

の
施
設
が
二
つ
所
在
し
ま
す
。

一
つ
は
戦
前
か
ら
の
艦
艇

研
究
所
で
お
な
じ
み
の
目
黒

基
地
で
す
。
現
在
は
陸
海
空

の
幹
部
学
校
と
統
合
幕
僚
学

校
及
び
研
究
機
関
等
が
所
在

し
防
衛
省
の
重
要
な
基
地
と

な
っ
て
い
て
、
防
衛
協
会
に

は
様
々
な
行
事
に
お
招
き
を

受
け
て
お
り
ま
す
。
も
う
一

つ
は
陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校

や
自
衛
隊
中
央
病
院
を
擁
す

る
三
宿
駐
屯
地
で
す
。
こ
ち

ら
は
若
い
隊
員
が
多
く
観
桜

会
や
盆
踊
り
の
納
涼
祭
等
、

家
族
ぐ
る
み
の
行
事
に
お
招

き
頂
い
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
目
黒
区
の
地
域

防
災
担
当
官
に
自
衛
官
Ｏ
Ｂ

を
採
用
し
、
家
族
会
と
共
催

で
「
自
衛
隊
式
防
災
訓
練
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

目
黒
区
防
衛
協
会

会
長

小
野
瀬
康
裕

平
素
よ
り
、
奥
多
摩
町
防

衛
協
会
活
動
に
、
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

令
和
２
年
３
月
頃
～
令
和

４
年
の
活
動
は
、
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
中
で
体
験
研
修
、
見

学
な
ど
を
中
止
、
縮
小
し
ま

し
た
が
、
令
和
４
年
４
月
29

日
に
は
３
年
ぶ
り
の
対
面
し

て
の
総
会
が
実
施
出
来
、
会

員
・
来
賓
皆
様
の
多
数
参
加

を
頂
き
嬉
し
い
一
日
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り

会
長
職
を
、
お
受
け
頂
い
て

い
た
石
田
様
が
、
ご
勇
退
さ

れ
、
役
員
改
選
の
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
」
が
世
界
中
に
拡
が
り

3
年
過
ぎ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
、
消
毒
予
防

な
ど
で
低
減
し
た
と
は
い
え
、

ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い

状
態
で
も
あ
り
、
今
年
度
活

動
も
慎
重
に
考
え
て
の
実
施

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
1
年

前
に
は
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
対
し
軍
事
侵
攻
を
起
こ

し
ま
し
た
が
、
当
時
は
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
北
京
に
は
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
選
手
団
の
皆
様
が
様
々

な
思
い
で
参
加
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
思
い
出
し
ま
す
。

我
が
日
本
を
考
え
る
と
隣

国
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
脅
威
、

北
方
領
土
問
題
、
自
然
災
害

の
発
生
す
る
中
、
安
心
安
全

の
た
め
に
日
々
活
動
さ
れ
て

い
る
防
衛
省
自
衛
隊
皆
様
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
争
い
、

災
害
の
な
い
世
界
平
和
に
な

り
ま
す
よ
う
願
う
ば
か
り
で

ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
5
年
の
活
動
も
皆
様

の
お
力
を
頂
き
な
が
ら
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

奥
多
摩
町
防
衛
協
会

会
長

青
木

修

新
宿
区
防
衛
協
会
は
防
衛

省
の
御
膝
元
、
新
宿
区
で
令

和
２
年
２
月
５
日
付
で
東
京

都
防
衛
協
会
に
入
会
致
し
ま

し
た
。
当
初
、
大
家
章
嘉
会

長
を
中
心
に
、
高
田
馬
場
、

大
久
保
、
牛
込
地
域
を
中
心

に
新
宿
区
内
各
地
域
で
活
躍

し
、
自
衛
隊
の
活
動
に
強
く

賛
同
さ
れ
て
い
る
企
業
経
営

者
、
大
学
校
関
係
者
等
、
役

員
数
名
で
発
足
し
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
４
０
数
名
の
会
員

を
有
す
る
協
会
に
成
長
し
て

い
ま
す
。

同
年
５
月
19
日
に
設
立
総

会
を
開
催
し
、
東
京
都
防
衛

協
会
役
員
の
方
々
に
も
ご
臨

席
を
賜
り
、
同
時
に
武
内
理

事
長
よ
り
設
立
記
念
講
演
を

し
て
頂
き
、
協
会
活
動
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

当
協
会
で
は
、
東
京
都
防

衛
協
会
の
目
的
で
あ
る
「
防

衛
意
識
の
普
及
高
揚
」
「
自

衛
隊
を
激
励
支
援
し
て
そ
の

充
実
発
展
を
助
長
」
し
て

「
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
に

寄
与
す
る
」
事
に
対
し
て
相

互
連
携
を
図
り
つ
つ
、
新
宿

区
お
い
て
自
衛
隊
が
実
施
す

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の

連
携
を
支
援
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

新
宿
区
防
衛
協
会

会
長

大
家
章
嘉

目
黒
区
防
衛
協
会
は
、
平

成
26
年
３
月
設
立
し
ま
し
た
。

東
京
23
区
内
の
防
衛
協
会
と

し
て
は
比
較
的
新
し
い
歴
史

の
防
衛
協
会
で
す
が
、
五
反

田
募
集
案
内
所
及
び
家
族
会

等
と
共
に
、
区
主
催
の
行
事

や
広
報
活
動
に
も
積
極
的
に

協
働
し
て
お
り
、
一
月
の
成

人
式
で
は
会
場
に
お
い
て
募

集
活
動
の
ア
シ
ス
ト
も
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

季
節
行
事
で
あ
る
夏
の
商
工

祭
り
、
「
秋
の
め
ぐ
ろ
の
Ｓ

Ｕ
Ｎ
祭
り
」
に
は
、
自
衛
隊

の
広
報
ブ
ー
ス
を
支
援
す
る

等
、
自
衛
隊
と
の
連
携
に
も

積
極
的
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

目
黒
区
は
東
京
23
区
の
城

南
地
区
に
位
置
し
15
㎢
程
の

小
さ
な
区
で
す
が
、
自
衛
隊

の
施
設
が
二
つ
所
在
し
ま
す
。

一
つ
は
戦
前
か
ら
の
艦
艇

研
究
所
で
お
な
じ
み
の
目
黒

基
地
で
す
。
現
在
は
陸
海
空

の
幹
部
学
校
と
統
合
幕
僚
学

校
及
び
研
究
機
関
等
が
所
在

し
防
衛
省
の
重
要
な
基
地
と

な
っ
て
い
て
、
防
衛
協
会
に

は
様
々
な
行
事
に
お
招
き
を

受
け
て
お
り
ま
す
。
も
う
一

つ
は
陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校

や
自
衛
隊
中
央
病
院
を
擁
す

る
三
宿
駐
屯
地
で
す
。
こ
ち

ら
は
若
い
隊
員
が
多
く
観
桜

会
や
盆
踊
り
の
納
涼
祭
等
、

家
族
ぐ
る
み
の
行
事
に
お
招

き
頂
い
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
目
黒
区
の
地
域

防
災
担
当
官
に
自
衛
官
Ｏ
Ｂ

を
採
用
し
、
家
族
会
と
共
催

で
「
自
衛
隊
式
防
災
訓
練
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

目
黒
区
防
衛
協
会

会
長

小
野
瀬
康
裕

平
素
よ
り
、
奥
多
摩
町
防

衛
協
会
活
動
に
、
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

令
和
２
年
３
月
頃
～
令
和

４
年
の
活
動
は
、
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
中
で
体
験
研
修
、
見

学
な
ど
を
中
止
、
縮
小
し
ま

し
た
が
、
令
和
４
年
４
月
29

日
に
は
３
年
ぶ
り
の
対
面
し

て
の
総
会
が
実
施
出
来
、
会

員
・
来
賓
皆
様
の
多
数
参
加

を
頂
き
嬉
し
い
一
日
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り

会
長
職
を
、
お
受
け
頂
い
て

い
た
石
田
様
が
、
ご
勇
退
さ

れ
、
役
員
改
選
の
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
」
が
世
界
中
に
拡
が
り

3
年
過
ぎ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
、
消
毒
予
防

な
ど
で
低
減
し
た
と
は
い
え
、

ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い

状
態
で
も
あ
り
、
今
年
度
活

動
も
慎
重
に
考
え
て
の
実
施

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
1
年

前
に
は
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
対
し
軍
事
侵
攻
を
起
こ

し
ま
し
た
が
、
当
時
は
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
北
京
に
は
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
選
手
団
の
皆
様
が
様
々

な
思
い
で
参
加
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
思
い
出
し
ま
す
。

我
が
日
本
を
考
え
る
と
隣

国
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
脅
威
、

北
方
領
土
問
題
、
自
然
災
害

の
発
生
す
る
中
、
安
心
安
全

の
た
め
に
日
々
活
動
さ
れ
て

い
る
防
衛
省
自
衛
隊
皆
様
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
争
い
、

災
害
の
な
い
世
界
平
和
に
な

り
ま
す
よ
う
願
う
ば
か
り
で

ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
5
年
の
活
動
も
皆
様

の
お
力
を
頂
き
な
が
ら
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

奥
多
摩
町
防
衛
協
会

会
長

青
木

修

第
32
普
通
科
連
隊
及
び
第
１

後
方
支
援
連
隊
は
１
月
11
日

か
ら
19
日
ま
で
の
間
、
衛
生

学
校
（
三
宿
駐
屯
地
）
で
行

わ
れ
た
令
和
４
年
度
戦
傷
治

療
集
合
訓
練
（
衛
生
科
技
術

競
技
会
）
に
東
部
方
面
隊
を

代
表
し
て
参
加
し
た
。

本
訓
練
は
衛
生
科
隊
員
の

職
務
遂
行
に
必
要
な
識
能
及

び
部
隊
の
戦
傷
治
療
能
力
の

向
上
を
図
る
目
的
で
学
科
試

験
及
び
術
科
試
験
（
第
１
・

第
２
ス
テ
ー
ジ
）
の
競
技
会

方
式
で
行
わ
れ
た
。
第
１
ス

テ
ー
ジ
で
は
救
急
救
命
陸
曹

（
中
級
救
急
救
命
）
・
衛
生

救
護
員
（
初
級
衛
生
）
の
２

名
１
コ
チ
ー
ム
に
よ
る
第
一

線
地
域
に
お
け
る
傷
病
者
の

救
護
を
想
定
し
た
状
況
を
、

第
２
ス
テ
ー
ジ
で
は
衛
生
救

護
陸
曹
（
上
・
中
級
衛
生
）

等
含
む
、
７
名
１
コ
チ
ー
ム

に
よ
る
連
隊
収
容
所
に
お
け

る
傷
病
者
の
治
療
を
想
定
し

た
状
況
で
行
わ
れ
た
。

結
果
、
学
科
の
部
に
お
い

て
32
普
連
及
び
１
後
支
連
が

優
秀
部
隊
と
し
て
、
術
科
の

部
に
お
い
て
１
後
支
連
が
、

優
秀
部
隊
に
、
総
合
で
は
、

第
１
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
32

普
連
が
第
２
位
に
、
第
２
ス

テ
ー
ジ
に
お
い
て
１
後
支
連

が
第
１
位
と
な
り
、
総
合
優

秀
部
隊
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

本
訓
練
に
参
加
し
た
32
普
連

衛
生
小
隊
の
岸
２
曹
は
「
衛

生
競
技
会
参
加
に
あ
た
り

『
日
本
一
』
を
目
指
し
小
隊

一
丸
と
な
っ
て
練
成
に
励
ん

だ
。
競
技
会
参
加
時
は
、
第

一
線
に
お
い
て
緊
急
救
命
行

為
が
必
要
な
傷
病
者
に
対
し
、

い
か
に
早
く
的
確
に
処
置
を

行
え
る
か
を
第
一
に
考
え
活

動
し
た
。
惜
し
く
も
第
２
位

と
い
う
結
果
で
は
あ
っ
た
も

の
の
、
傷
病
者
に
対
し
必
要

な
処
置
を
的
確
に
実
施
し
て

こ
れ
を
救
命
す
る
と
と
も
に
、

救
護
員
で
参
加
し
た
者
も
第

一
線
で
の
活
動
内
容
、
観
察

手
技
を
身
に
つ
け
救
護
能
力

の
向
上
に
つ
な
げ
ら
れ
た
。

医
療
は
日
進
月
歩
で
あ
り
今

後
も
自
学
研
鑽
に
努
め
、
衛

生
技
術
の
向
上
に
寄
与
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

ま
た
、
１
後
支
連
衛
生
隊

の
並
木
士
長
は
「
『
真
に
患

者
を
救
え
る
知
識
と
技
術
の

定
着
』
を
目
標
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
学
科
練
成
で
は
教

範
の
暗
記
で
は
な
く
そ
の
機

序
の
理
解
に
努
め
、
術
科
練

成
で
は
処
置
の
速
度
と
そ
の

評
価
に
着
目
し
練
成
を
重
ね

ま
し
た
。
選
手
、
指
導
部
を

は
じ
め
、
１
後
支
連
衛
生
隊

が
一
丸
と
な
り
東
部
方
面
隊

の
代
表
と
し
て
勝
ち
取
っ
た

白
星
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

『
真
に
患
者
を
救
え
る
知
識

と
技
術
の
定
着
』
が
１
後
支

連
衛
生
隊
の
伝
統
と
し
て
引

き
継
が
れ
る
よ
う
、
そ
の
一

助
と
な
る
べ
く
今
後
も
研
鑽

を
積
ん
で
い
き
ま
す
」
と
話

し
た
。

第
１
師
団
は
１
月
30
日
か

ら
２
月
３
日
ま
で
の
間
、
東

部
方
面
指
揮
所
訓
練
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
第

４
回
師
団
指
揮
所
訓
練
を
実

施
し
た
。

本
訓
練
は
、
指
揮
所
訓
練

統
裁
支
援
シ
ス
テ
ム
を
用
い

た
指
揮
所
訓
練
で
あ
り
、
戦

闘
団
の
指
揮
及
び
運
用
能
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
第
１
普
通
科
連
隊

（
攻
撃
）
及
び
第
32
普
通
科

連
隊
（
防
御
）
の
連
隊
対
抗

方
式
で
実
施
し
た
。

訓
練
開
始
に
先
立
ち
、
統

裁
官
（
兒
玉
師
団
長
）
は

「
戦
闘
力
の
組
織
化
」
「
状

況
に
応
じ
た
戦
い
方
の
創
造
」

の
２
点
を
要
望
し
た
。

訓
練
開
始
後
、
両
部
隊
は

い
ち
早
く
敵
情
を
解
明
し
、

指
揮
下
部
隊
の
現
況
を
的
確

に
把
握
し
て
戦
闘
力
の
組
織

化
を
図
る
と
と
も
に
、
協
同

部
隊
と
の
連
携
を
密
に
し
、

総
合
戦
闘
力
を
最
大
限
に
発

揮
し
て
戦
闘
を
行
っ
た
。

ま
た
、
戦
況
の
推
移
に
応

じ
て
刻
々
と
変
化
す
る
状
況

に
対
し
て
は
、
適
時
性
、
先

行
性
の
あ
る
幕
僚
活
動
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
指
揮
の

要
訣
を
実
践
し
所
望
の
成
果

を
収
め
て
訓
練
を
終
了
し
た
。

師
団
は
１
月
16
日
か
ら
19

日
ま
で
の
間
、
練
馬
駐
屯
地

に
お
い
て
令
和
４
年
度
第
２

回
部
隊
相
談
員
養
成
訓
練
を

実
施
し
、
師
団
隷
下
部
隊
か

ら
部
隊
相
談
員
（
予
定
者
を

含
む
）
32
人
が
参
加
し
た
。

訓
練
に
は
、
衛
生
学
校

「
心
理
」
課
程
を
履
修
す
る

幹
部
学
生
も
参
加
し
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
施
策
、
各
種
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
処
、
傾
聴
の

基
本
技
法
、
個
人
的
及
び
組

織
的
ス
ト
レ
ス
対
処
法
等
を

教
育
し
て
、
軽
易
な
相
談
対

応
及
び
各
種
専
門
窓
口
へ
の

繋
ぎ
が
実
施
で
き
る
部
隊
相

談
員
を
養
成
し
た
。

参
加
し
た
第
32
普
通
科
連

隊
の
茶
屋
２
曹
は
「
傾
聴
技

法
だ
け
で
な
く
、
人
の
気
持

ち
に
寄
り
添
う
こ
と
の
重
要

性
を
学
ん
だ
。
仲
間
の
不
調

や
変
化
に
気
付
き
、
隊
員
の

最
も
身
近
な
相
談
窓
口
に
な

れ
る
よ
う
に
成
長
し
て
い
き

た
い
」
と
今
後
の
抱
負
を
述

べ
た
。

第
１
師
団
総
務
課

広
報
班

第
32
普
通
科
連
隊
及
び
第
１

後
方
支
援
連
隊
は
１
月
11
日

か
ら
19
日
ま
で
の
間
、
衛
生

学
校
（
三
宿
駐
屯
地
）
で
行

わ
れ
た
令
和
４
年
度
戦
傷
治

療
集
合
訓
練
（
衛
生
科
技
術

競
技
会
）
に
東
部
方
面
隊
を

代
表
し
て
参
加
し
た
。

本
訓
練
は
衛
生
科
隊
員
の

職
務
遂
行
に
必
要
な
識
能
及

び
部
隊
の
戦
傷
治
療
能
力
の

向
上
を
図
る
目
的
で
学
科
試

験
及
び
術
科
試
験
（
第
１
・

第
２
ス
テ
ー
ジ
）
の
競
技
会

方
式
で
行
わ
れ
た
。
第
１
ス

テ
ー
ジ
で
は
救
急
救
命
陸
曹

（
中
級
救
急
救
命
）
・
衛
生

救
護
員
（
初
級
衛
生
）
の
２

名
１
コ
チ
ー
ム
に
よ
る
第
一

線
地
域
に
お
け
る
傷
病
者
の

救
護
を
想
定
し
た
状
況
を
、

第
２
ス
テ
ー
ジ
で
は
衛
生
救

護
陸
曹
（
上
・
中
級
衛
生
）

等
含
む
、
７
名
１
コ
チ
ー
ム

に
よ
る
連
隊
収
容
所
に
お
け

る
傷
病
者
の
治
療
を
想
定
し

た
状
況
で
行
わ
れ
た
。

結
果
、
学
科
の
部
に
お
い

て
32
普
連
及
び
１
後
支
連
が

優
秀
部
隊
と
し
て
、
術
科
の

部
に
お
い
て
１
後
支
連
が
、

優
秀
部
隊
に
、
総
合
で
は
、

第
１
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
32

普
連
が
第
２
位
に
、
第
２
ス

テ
ー
ジ
に
お
い
て
１
後
支
連

が
第
１
位
と
な
り
、
総
合
優

秀
部
隊
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

本
訓
練
に
参
加
し
た
32
普
連

衛
生
小
隊
の
岸
２
曹
は
「
衛

生
競
技
会
参
加
に
あ
た
り

『
日
本
一
』
を
目
指
し
小
隊

一
丸
と
な
っ
て
練
成
に
励
ん

だ
。
競
技
会
参
加
時
は
、
第

一
線
に
お
い
て
緊
急
救
命
行

為
が
必
要
な
傷
病
者
に
対
し
、

い
か
に
早
く
的
確
に
処
置
を

行
え
る
か
を
第
一
に
考
え
活

動
し
た
。
惜
し
く
も
第
２
位

と
い
う
結
果
で
は
あ
っ
た
も

の
の
、
傷
病
者
に
対
し
必
要

な
処
置
を
的
確
に
実
施
し
て

こ
れ
を
救
命
す
る
と
と
も
に
、

救
護
員
で
参
加
し
た
者
も
第

一
線
で
の
活
動
内
容
、
観
察

手
技
を
身
に
つ
け
救
護
能
力

の
向
上
に
つ
な
げ
ら
れ
た
。

医
療
は
日
進
月
歩
で
あ
り
今

後
も
自
学
研
鑽
に
努
め
、
衛

生
技
術
の
向
上
に
寄
与
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

ま
た
、
１
後
支
連
衛
生
隊

の
並
木
士
長
は
「
『
真
に
患

者
を
救
え
る
知
識
と
技
術
の

定
着
』
を
目
標
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
学
科
練
成
で
は
教

範
の
暗
記
で
は
な
く
そ
の
機

序
の
理
解
に
努
め
、
術
科
練

成
で
は
処
置
の
速
度
と
そ
の

評
価
に
着
目
し
練
成
を
重
ね

ま
し
た
。
選
手
、
指
導
部
を

は
じ
め
、
１
後
支
連
衛
生
隊

が
一
丸
と
な
り
東
部
方
面
隊

の
代
表
と
し
て
勝
ち
取
っ
た

白
星
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

『
真
に
患
者
を
救
え
る
知
識

と
技
術
の
定
着
』
が
１
後
支

連
衛
生
隊
の
伝
統
と
し
て
引

き
継
が
れ
る
よ
う
、
そ
の
一

助
と
な
る
べ
く
今
後
も
研
鑽

を
積
ん
で
い
き
ま
す
」
と
話

し
た
。

第
１
師
団
は
１
月
30
日
か

ら
２
月
３
日
ま
で
の
間
、
東

部
方
面
指
揮
所
訓
練
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
第

４
回
師
団
指
揮
所
訓
練
を
実

施
し
た
。

本
訓
練
は
、
指
揮
所
訓
練

統
裁
支
援
シ
ス
テ
ム
を
用
い

た
指
揮
所
訓
練
で
あ
り
、
戦

闘
団
の
指
揮
及
び
運
用
能
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
第
１
普
通
科
連
隊

（
攻
撃
）
及
び
第
32
普
通
科

連
隊
（
防
御
）
の
連
隊
対
抗

方
式
で
実
施
し
た
。

訓
練
開
始
に
先
立
ち
、
統

裁
官
（
兒
玉
師
団
長
）
は

「
戦
闘
力
の
組
織
化
」
「
状

況
に
応
じ
た
戦
い
方
の
創
造
」

の
２
点
を
要
望
し
た
。

訓
練
開
始
後
、
両
部
隊
は

い
ち
早
く
敵
情
を
解
明
し
、

指
揮
下
部
隊
の
現
況
を
的
確

に
把
握
し
て
戦
闘
力
の
組
織

化
を
図
る
と
と
も
に
、
協
同

部
隊
と
の
連
携
を
密
に
し
、

総
合
戦
闘
力
を
最
大
限
に
発

揮
し
て
戦
闘
を
行
っ
た
。

ま
た
、
戦
況
の
推
移
に
応

じ
て
刻
々
と
変
化
す
る
状
況

に
対
し
て
は
、
適
時
性
、
先

行
性
の
あ
る
幕
僚
活
動
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
指
揮
の

要
訣
を
実
践
し
所
望
の
成
果

を
収
め
て
訓
練
を
終
了
し
た
。

師
団
は
１
月
16
日
か
ら
19

日
ま
で
の
間
、
練
馬
駐
屯
地

に
お
い
て
令
和
４
年
度
第
２

回
部
隊
相
談
員
養
成
訓
練
を

実
施
し
、
師
団
隷
下
部
隊
か

ら
部
隊
相
談
員
（
予
定
者
を

含
む
）
32
人
が
参
加
し
た
。

訓
練
に
は
、
衛
生
学
校

「
心
理
」
課
程
を
履
修
す
る

幹
部
学
生
も
参
加
し
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
施
策
、
各
種
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
処
、
傾
聴
の

基
本
技
法
、
個
人
的
及
び
組

織
的
ス
ト
レ
ス
対
処
法
等
を

教
育
し
て
、
軽
易
な
相
談
対

応
及
び
各
種
専
門
窓
口
へ
の

繋
ぎ
が
実
施
で
き
る
部
隊
相

談
員
を
養
成
し
た
。

参
加
し
た
第
32
普
通
科
連

隊
の
茶
屋
２
曹
は
「
傾
聴
技

法
だ
け
で
な
く
、
人
の
気
持

ち
に
寄
り
添
う
こ
と
の
重
要

性
を
学
ん
だ
。
仲
間
の
不
調

や
変
化
に
気
付
き
、
隊
員
の

最
も
身
近
な
相
談
窓
口
に
な

れ
る
よ
う
に
成
長
し
て
い
き

た
い
」
と
今
後
の
抱
負
を
述

べ
た
。

第
１
師
団
総
務
課

広
報
班

地区防衛協会コーナー地区防衛協会コーナー

新

宿

区

新

宿

区

目

黒

区

目

黒

区

奥
多
摩
町

奥
多
摩
町

総
合
優
秀
部
隊

１
後
支
連
「
日
本
一
」
に
輝
く

総
合
優
秀
部
隊

１
後
支
連
「
日
本
一
」
に
輝
く

１
普
連
Ｖ
Ｓ
32
普
連

指
揮
及
び
運
用
能
力

の
向
上
を
図
る

１
普
連
Ｖ
Ｓ
32
普
連

指
揮
及
び
運
用
能
力

の
向
上
を
図
る

心
の
オ
ア
シ
ス
と
な

る
隊
員
の
育
成

心
の
オ
ア
シ
ス
と
な

る
隊
員
の
育
成

第１師団第１師団

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本

部
（
本
部
長

山
下
陸
将
補
）

は
11
月
23
日
、
グ
ラ
ン
ド
ヒ

ル
市
ヶ
谷
に
お
い
て
、
創
立

六
十
六
周
年
記
念
行
事
を
３

年
ぶ
り
に
招
待
者
と
対
面
方

式
で
実
施
し
た
。

本
記
念
行
事
の
開
催
に
あ

た
っ
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ

る
こ
と
に
留
意
し
、
招
待
者

を
協
力
団
体
と
感
謝
状
受
賞

者
の
皆
様
に
制
限
し
て
粛
々

と
執
り
行
う
と
と
も
に
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
失
わ
れ
た
協

力
団
体
・
人
を
介
し
た
組
織

的
な
活
動
な
ど
を
踏
ま
え
た
、

伝
統
の
主
要
素
で
あ
る
「
誇

り
と
絆
」
を
土
台
に
業
務
の

在
り
方
を
再
生
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
の
認
識
か
ら
、

本
行
事
の
テ
ー
マ
を
「
Ｒ
Ｅ

Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
～
原
点
回
帰
～
」

と
し
て
開
催
し
た
。

当
日
は
、
記
念
式
典
に
先

立
ち
、
募
集
・
援
護
・
予
備

自
業
務
等
、
東
京
地
本
の
業

務
推
進
に
貢
献
さ
れ
、
感
謝

状
を
受
賞
し
た
個
人
33
名
と

19
団
体
の
内
、
贈
呈
式
に
参

加
い
た
だ
い
た
個
人
22
名
と

14
団
体
に
対
し
本
部
長
か
ら

一
人
一
人
に
感
謝
状
が
手
渡

さ
れ
た
。

記
念
式
典
で
は
、
本
部
長

の
式
辞
に
引
き
続
い
て
、
松

原
仁
衆
議
院
議
員
よ
り
ご
祝

辞
を
頂
く
な
ど
厳
粛
に
執
り

行
わ
れ
た
。
式
典
に
引
き
続

き
行
わ
れ
た
記
念
会
食
は
、

記
念
行
事
の
実
行
委
員
長
で

あ
る
矢
吹
副
本
部
長
の
挨
拶

及
び
乾
杯
の
発
声
で
始
ま
っ

た
。
会
食
は
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
で
進
行
し
、
第
１
音

楽
隊
の
精
鋭
に
よ
る
演
奏
や
、

地
本
最
先
任
と
地
本
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ト
ウ
チ

と
さ
く
ら
」
に
よ
る
「
誇
り

と
絆
」
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ

ン
、
参
加
者
の
心
の
中
で
歌
っ

て
頂
い
た
隊
歌
斉
唱
と
続
き
、

東
京
地
本
Ｏ
Ｂ
会
椎
名
会
長

の
締
め
の
挨
拶
に
よ
り
盛
会

の
う
ち
に
終
了
し
た
。

東
京
地
本
は
今
後
も
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
捉
え
協
力
団
体

等
と
の
絆
を
大
切
に
任
務
に

邁
進
す
る
と
し
て
い
る
。

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本

部
立
川
出
張
所
（
所
長

星

２
陸
尉
）
は
１
月
６
日
、
防

衛
大
学
校
学
生
と
の
懇
談
会

を
実
施
し
、
防
大
に
興
味
が

あ
る
担
当
地
域
在
住
の
高
校

生
３
名
が
参
加
し
た
。

当
日
は
、
防
衛
大
学
生
２

名
（
加
藤
泰
敬
学
生
・
猪
股

宇
巌
学
生
）
が
立
川
所
出
身

者
代
表
と
し
て
制
服
姿
で
懇

談
に
臨
ん
だ
。
担
当
広
報
官

も
、
一
年
ぶ
り
の
再
会
に
目

を
細
め
な
が
ら
、
二
人
の
成

長
ぶ
り
に
安
心
と
誇
ら
し
い

気
持
ち
を
隠
せ
ず
に
い
る
よ

う
だ
っ
た
。

当
初
、
防
衛
大
学
校
に
関

す
る
全
般
説
明
を
行
い
、
そ

の
後
、
防
大
生
と
の
懇
談
と

続
い
た
。
最
初
は
緊
張
し
た

面
持
ち
の
参
加
者
で
あ
っ
た

が
、
防
大
生
の
ユ
ー
モ
ア
あ

る
説
明
と
リ
ア
ル
な
学
校
生

活
、
校
友
会
活
動
の
様
子
な

ど
を
聞
い
て
い
る
内
に
マ
ス

ク
越
し
か
ら
で
も
分
か
る
笑

顔
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
こ
ん
な

に
リ
ア
ル
な
話
が
聞
け
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
」
「
受
験

意
志
が
、
ま
す
ま
す
強
ま
り

ま
し
た
」
等
の
声
が
聞
か
れ

た
。

立
川
出
張
所
で
は
、
入
隊
・

入
校
者
と
も
連
携
を
と
り
、

未
来
の
自
衛
官
を
志
す
学
生

達
と
の
懇
談
の
場
を
積
極
的

に
設
け
、
自
衛
隊
の
魅
力
発

信
の
場
を
今
後
も
作
っ
て
い

く
と
し
て
い
る
。

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本

部
港
出
張
所
（
所
長

一
瀨

１
陸
尉
）
及
び
企
画
室
は
１

１
月
９
日
、
神
津
島
村
で
実

施
さ
れ
た
「
令
和
４
年
度
離

島
統
合
防
災
訓
練
（
０
４
Ｒ

Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
）
」
に
お
い
て
、

展
示
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
村

民
に
対
し
広
報
活
動
を
実
施

し
た
。

今
回
の
訓
練
は
、
離
島
に

お
け
る
突
発
的
な
大
規
模
災

害
へ
の
対
処
に
つ
い
て
訓
練

を
実
施
し
、
自
衛
隊
の
離
島

災
害
対
処
能
力
の
維
持
・
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係

地
方
公
共
団
体
等
と
の
連
携

強
化
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

当
日
は
秋
晴
れ
の
空
に
恵
ま

れ
、
神
津
島
村
が
実
施
し
た

津
波
避
難
訓
練
後
に
自
衛
隊
・

村
・
防
災
関
係
機
関
が
一
体

と
な
っ
た
救
出
・
救
助
・
応

急
救
護
訓
練
を
実
施
し
た
。

広
報
ブ
ー
ス
に
お
い
て
は
、

パ
ネ
ル
展
示
を
実
施
し
、
自

衛
隊
の
災
害
派
遣
活
動
の
様

子
や
島
嶼
防
衛
な
ど
分
か
り

易
く
説
明
し
、
訪
れ
た
地
元

中
学
生
を
始
め
と
す
る
多
く

の
村
民
の
方
々
に
自
衛
隊
の

活
動
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た

だ
く
と
共
に
効
果
的
な
広
報

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

東
京
地
本
は
、
今
後
も
様
々

な
機
会
を
捉
え
地
域
と
交
流

を
図
り
、
自
衛
隊
に
対
す
る

理
解
と
信
頼
を
深
め
て
い
く

と
し
て
い
る
。

東
京
地
方
協
力
本
部

渉
外
広
報
班

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本

部
（
本
部
長

山
下
陸
将
補
）

は
11
月
23
日
、
グ
ラ
ン
ド
ヒ

ル
市
ヶ
谷
に
お
い
て
、
創
立

六
十
六
周
年
記
念
行
事
を
３

年
ぶ
り
に
招
待
者
と
対
面
方

式
で
実
施
し
た
。

本
記
念
行
事
の
開
催
に
あ

た
っ
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ

る
こ
と
に
留
意
し
、
招
待
者

を
協
力
団
体
と
感
謝
状
受
賞

者
の
皆
様
に
制
限
し
て
粛
々

と
執
り
行
う
と
と
も
に
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
失
わ
れ
た
協

力
団
体
・
人
を
介
し
た
組
織

的
な
活
動
な
ど
を
踏
ま
え
た
、

伝
統
の
主
要
素
で
あ
る
「
誇

り
と
絆
」
を
土
台
に
業
務
の

在
り
方
を
再
生
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
の
認
識
か
ら
、

本
行
事
の
テ
ー
マ
を
「
Ｒ
Ｅ

Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
～
原
点
回
帰
～
」

と
し
て
開
催
し
た
。

当
日
は
、
記
念
式
典
に
先

立
ち
、
募
集
・
援
護
・
予
備

自
業
務
等
、
東
京
地
本
の
業

務
推
進
に
貢
献
さ
れ
、
感
謝

状
を
受
賞
し
た
個
人
33
名
と

19
団
体
の
内
、
贈
呈
式
に
参

加
い
た
だ
い
た
個
人
22
名
と

14
団
体
に
対
し
本
部
長
か
ら

一
人
一
人
に
感
謝
状
が
手
渡

さ
れ
た
。

記
念
式
典
で
は
、
本
部
長

の
式
辞
に
引
き
続
い
て
、
松

原
仁
衆
議
院
議
員
よ
り
ご
祝

辞
を
頂
く
な
ど
厳
粛
に
執
り

行
わ
れ
た
。
式
典
に
引
き
続

き
行
わ
れ
た
記
念
会
食
は
、

記
念
行
事
の
実
行
委
員
長
で

あ
る
矢
吹
副
本
部
長
の
挨
拶

及
び
乾
杯
の
発
声
で
始
ま
っ

た
。
会
食
は
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
で
進
行
し
、
第
１
音

楽
隊
の
精
鋭
に
よ
る
演
奏
や
、

地
本
最
先
任
と
地
本
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ト
ウ
チ

と
さ
く
ら
」
に
よ
る
「
誇
り

と
絆
」
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ

ン
、
参
加
者
の
心
の
中
で
歌
っ

て
頂
い
た
隊
歌
斉
唱
と
続
き
、

東
京
地
本
Ｏ
Ｂ
会
椎
名
会
長

の
締
め
の
挨
拶
に
よ
り
盛
会

の
う
ち
に
終
了
し
た
。

東
京
地
本
は
今
後
も
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
捉
え
協
力
団
体

等
と
の
絆
を
大
切
に
任
務
に

邁
進
す
る
と
し
て
い
る
。

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本

部
立
川
出
張
所
（
所
長

星

２
陸
尉
）
は
１
月
６
日
、
防

衛
大
学
校
学
生
と
の
懇
談
会

を
実
施
し
、
防
大
に
興
味
が

あ
る
担
当
地
域
在
住
の
高
校

生
３
名
が
参
加
し
た
。

当
日
は
、
防
衛
大
学
生
２

名
（
加
藤
泰
敬
学
生
・
猪
股

宇
巌
学
生
）
が
立
川
所
出
身

者
代
表
と
し
て
制
服
姿
で
懇

談
に
臨
ん
だ
。
担
当
広
報
官

も
、
一
年
ぶ
り
の
再
会
に
目

を
細
め
な
が
ら
、
二
人
の
成

長
ぶ
り
に
安
心
と
誇
ら
し
い

気
持
ち
を
隠
せ
ず
に
い
る
よ

う
だ
っ
た
。

当
初
、
防
衛
大
学
校
に
関

す
る
全
般
説
明
を
行
い
、
そ

の
後
、
防
大
生
と
の
懇
談
と

続
い
た
。
最
初
は
緊
張
し
た

面
持
ち
の
参
加
者
で
あ
っ
た

が
、
防
大
生
の
ユ
ー
モ
ア
あ

る
説
明
と
リ
ア
ル
な
学
校
生

活
、
校
友
会
活
動
の
様
子
な

ど
を
聞
い
て
い
る
内
に
マ
ス

ク
越
し
か
ら
で
も
分
か
る
笑

顔
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
こ
ん
な

に
リ
ア
ル
な
話
が
聞
け
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
」
「
受
験

意
志
が
、
ま
す
ま
す
強
ま
り

ま
し
た
」
等
の
声
が
聞
か
れ

た
。

立
川
出
張
所
で
は
、
入
隊
・

入
校
者
と
も
連
携
を
と
り
、

未
来
の
自
衛
官
を
志
す
学
生

達
と
の
懇
談
の
場
を
積
極
的

に
設
け
、
自
衛
隊
の
魅
力
発

信
の
場
を
今
後
も
作
っ
て
い

く
と
し
て
い
る
。

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本

部
港
出
張
所
（
所
長

一
瀨

１
陸
尉
）
及
び
企
画
室
は
１

１
月
９
日
、
神
津
島
村
で
実

施
さ
れ
た
「
令
和
４
年
度
離

島
統
合
防
災
訓
練
（
０
４
Ｒ

Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
）
」
に
お
い
て
、

展
示
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
村

民
に
対
し
広
報
活
動
を
実
施

し
た
。

今
回
の
訓
練
は
、
離
島
に

お
け
る
突
発
的
な
大
規
模
災

害
へ
の
対
処
に
つ
い
て
訓
練

を
実
施
し
、
自
衛
隊
の
離
島

災
害
対
処
能
力
の
維
持
・
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係

地
方
公
共
団
体
等
と
の
連
携

強
化
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

当
日
は
秋
晴
れ
の
空
に
恵
ま

れ
、
神
津
島
村
が
実
施
し
た

津
波
避
難
訓
練
後
に
自
衛
隊
・

村
・
防
災
関
係
機
関
が
一
体

と
な
っ
た
救
出
・
救
助
・
応

急
救
護
訓
練
を
実
施
し
た
。

広
報
ブ
ー
ス
に
お
い
て
は
、

パ
ネ
ル
展
示
を
実
施
し
、
自

衛
隊
の
災
害
派
遣
活
動
の
様

子
や
島
嶼
防
衛
な
ど
分
か
り

易
く
説
明
し
、
訪
れ
た
地
元

中
学
生
を
始
め
と
す
る
多
く

の
村
民
の
方
々
に
自
衛
隊
の

活
動
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た

だ
く
と
共
に
効
果
的
な
広
報

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

東
京
地
本
は
、
今
後
も
様
々

な
機
会
を
捉
え
地
域
と
交
流

を
図
り
、
自
衛
隊
に
対
す
る

理
解
と
信
頼
を
深
め
て
い
く

と
し
て
い
る
。

東
京
地
方
協
力
本
部

渉
外
広
報
班

東
京
地
本
コ
ー
ナ
ー

東
京
地
本
コ
ー
ナ
ー

「
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
～
原
点
回
帰
～
」
を

テ
ー
マ
に
創
立
記
念
行
事
を
開
催

「
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
～
原
点
回
帰
～
」
を

テ
ー
マ
に
創
立
記
念
行
事
を
開
催

令
和
５
年
６
月
25
日
付
で

の
府
中
市
防
衛
協
会
設
立
・

東
京
都
防
衛
協
会
入
会
を
目

指
し
て
第
１
回
準
備
会
議
が

２
月
18
日
大
國
魂
神
社
に
お

い
て
行
な
わ
れ
、
約
20
名
の

設
立
準
備
委
員
が
参
加
し
た
。

第
２
回
会
議
が
５
月
20
日

に
予
定
さ
れ
、
設
立
に
向
け

て
本
格
的
な
動
き
が
始
ま
っ

て
い
る
。

令
和
５
年
６
月
25
日
付
で

の
府
中
市
防
衛
協
会
設
立
・

東
京
都
防
衛
協
会
入
会
を
目

指
し
て
第
１
回
準
備
会
議
が

２
月
18
日
大
國
魂
神
社
に
お

い
て
行
な
わ
れ
、
約
20
名
の

設
立
準
備
委
員
が
参
加
し
た
。

第
２
回
会
議
が
５
月
20
日

に
予
定
さ
れ
、
設
立
に
向
け

て
本
格
的
な
動
き
が
始
ま
っ

て
い
る
。

府
中
市
防
衛
協
会

設
立
に
向
け
て

準
備
会
議
実
施

府
中
市
防
衛
協
会

設
立
に
向
け
て

準
備
会
議
実
施

師団
ＦＢ
師団
ＦＢ

師団
Twitter
師団
Twitter

第１師団への

アクセスはこちらから

第１師団への

アクセスはこちらから

新宿区防衛協会設立準備役員総会
東京都防衛協会理事長を囲んで

新宿区防衛協会設立準備役員総会
東京都防衛協会理事長を囲んで

五反田募集案内所
所員とともに

五反田募集案内所
所員とともに

隊区担当の第１施設大隊
記念日行事への参加

隊区担当の第１施設大隊
記念日行事への参加

現
役
防
大
生
と
の

懇
談
会
を
実
施

現
役
防
大
生
と
の

懇
談
会
を
実
施

地本マスコットキャラクター
「トウチとさくら」のプレゼン
地本マスコットキャラクター
「トウチとさくら」のプレゼン

制服姿で懇談会に臨む
防衛大学校学生と広報官
制服姿で懇談会に臨む
防衛大学校学生と広報官

離
島
統
合
防
災

訓
練
で
広
報
活
動

離
島
統
合
防
災

訓
練
で
広
報
活
動

防災関係機関が一体となった
救出・救助・応急救護訓練
防災関係機関が一体となった
救出・救助・応急救護訓練

指揮所訓練統裁支援シス
テムを用いた指揮所訓練
指揮所訓練統裁支援シス
テムを用いた指揮所訓練

令和４年度第２回部隊
相談員養成訓練の様子

令和４年度第２回部隊
相談員養成訓練の様子

戦傷治療集合訓練に
真剣に取組む隊員

戦傷治療集合訓練に
真剣に取組む隊員


